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【デザインは生き残れるか？】 
2011年 1月号の雑誌「広告」の

特集テーマは、『デザインは生き残

れるのか？』です。タイトルに惹

かれて、日頃はのぞくだけの雑誌

でしたが買ってしまいました。し

かし、なかなか内容のある議論が

展開されていましたので、ご紹介

します。今回も買って読んでもら

った方がいいかも。 
日本のデザインが今後生き残っ

ていくには、「関係を生むデザイ

ン」がキーワードであると哲学者

内山節氏は提言する。彼は、①パ

ートナーをデザインする、②人と

地域の関係をデザインする、③遠

い他者との関わりをデザインする

等 5 つの提言を行っているが、②
のような街づくりのデザインその

ものの提言もあり、また、デザイ

ンの持つ本質の力を使って、関係

性が貧しくなったこの日本の有り

様をデザインで変えていこうとい

う元気の出る提言です。 
以前、「風景はデザインできる

か」という問いを提示したことが

ありましたが、これは技術的な問

いかけで、社会への影響や貢献を

考えると、この問いは、「風景をデ

ザインすることで社会を変える」

のようなメッセージ付きのコンセ

プトにすることもできると思った

次第です。可能性の議論ではなく、

社会を動かす力となるべく活動す

るためのコンセプトとして。 
さて、内山氏の提案する関係を

生むデザインとは、極めてシンプ

ルなものです。というか、デザイ

ンそのものの考えが、今までは西

洋的なデザインにとらわれ、個人

の欲求を満足させることに力を注

いでいたのを、対象を、個人から

社会という人間の集合体を相手に

デザインしようという、デザイン

の目的の視点を変えたことによる

発想の転換で、デザインの内容自

体は、あるいはデザインの持つ機

能自体への転換ではないのです。 
例えば、郊外の大型店舗の出現

で裏寂れた街の商店街については、

「商店街」とは、そこの商店街の

地権者だけの空間ではないと位置

付け、商売をしたいと考える人が

集まる空間とみることでうまれる

商店街、街のデザインを行うとい

うことを提言しています。当然、

制度の問題等も含まれますが、そ

の「商店街」の定義を設定するこ

とで、そこの空間の有り様は変わ

ってくる。いわゆるバザールのよ

うな広場空間としての商業空間の

原型を求めるということになる。 
また、内山氏は「デザインとは

問題解決型ではなく、想像力を誘

発するような次の変化を生み出す

ものであるべきだ」とも。 
先ほどの、バザール的な商店街

の空間デザインは、もしかすると

その先にある新しい街のデザイン

を生み出す流れを創り出すことに

つながっていくのではとの期待が

あります。関係を生み出すデザイ

ンとは、そのように問題解決にと

どまらない、新たな流れを生み出

すための力の根源を「関係性」に

見出そうとすることのようです。 
「無縁社会」に代表されるよう

な社会になぜなってしまったのか。

なぜ、人間関係の希薄な社会にな

ったのかということは、「消費社

会」という言葉で十分に理解でき

ます。消費行動は、あくまでも、

いやどこまでいっても個人行動で、

みんなで消費行動を行うというこ

とはほとんどない。一方、対極の

「生産社会」は、なにかを生み出

すためにはみんなが力を合わせな

ければいけないため、当然、人間

通しの関係性は強くなる。という

ことで、なんてことない、この希

薄な人間関係は、バブル期に消費

行動の美徳を歌いあげすぎた結果

として当然生まれるべくして生ま

れた風潮だと考えられます。そし

て、この不況時代。これを乗り切

るためには、私たちの心に蔓延し

たこの消費美徳の社会から決別し、

生産を基調とする社会に戻さなけ

ればいけない。そして、消費より、

生産する方がどれだけ人間は、幸

せになるのかを改めて認識しなお

さなければいけない、そういう時

代に入ってきて、そのために、「関

係性」というものが主役に躍り出

てくる必要があると考えます。 
この「関係性」を誘発すること

ができるデザインという力への期

待が込められたこの内山氏の提案

は、690円の雑誌ではありますが、
めちゃくちゃコストパフォーマン

スのいい買い物をしたと思ってい

ました。ご購入を！  【続く】 
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デザインの持つ力とは何なのか？これまで、美しい風景や魅力ある街並み
というイメージを支えるものとしてデザインがあり、現在の美しくない風景
や魅力のない街並みを変える力として、つまりは、問題解決のための技術と
してデザインを見ていた気がします。ここで紹介することは、デザインがも
つ本質的な力についてあらためて考えさせられました。 

雑誌「広告」を読みながら、デザインの可能性を考えさせられました 

 


